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平
成　

年
3
月　

日
に
起
き

23

11

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
柴
田

町
船
岡
で
震
度
5
強
を
観
測
。

全
世
帯
で
停
電
や
断
水
と
な
り
、

電
話
な
ど
の
通
信
も
不
通
と
な

り
ま
し
た
。
公
共
施
設
な
ど
の

被
害
総
額
も　

億
5
千
万
円
に

23

達
し
、
特
に
、
下
水
道
や
道
路
、

水
路
の
被
害
が
甚
大
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
教
訓
か
ら
町
で
は
、
今

後
の
大
規
模
災
害
へ
備
え
る
た

め
、
全
行
政
区
に
防
災
行
政
無

線
機
の
配
備
や
災
害
メ
ー
ル
配

信
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
開
始
し
、

情
報
手
段
の
充
実
を
図
り
ま
し

た
。
地
域
で
活
動
す
る
自
主
防

災
組
織
へ
は
、
防
災
機
材
と
し

て
発
電
機
や
投
光
器
、
給
水
タ

ン
ク
な
ど
を
配
備
し
た
ほ
か
、

備
蓄
物
資
と
し
て
水
や
レ
ト
ル

ト
食
品
を
配
付
し
ま
し
た
。
消

防
団
に
は
防
災
機
材
の
配
備
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
石

油
供
給
や
電
力
設
備
復
旧
、
福

祉
避
難
所
な
ど
に
関
す
る
災
害

協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
町
の

防
災
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
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甚
大
な
被
害

　

町
道
の
被
害
は
、
2
5
0
カ

所　

・
7娃
に
お
よ
び
、
被
害

19
総
額
は
8
億
4
0
0
0
万
円
に

達
し
ま
し
た
。

　

被
害
の
特
徴
と
し
て
は
、
路

面
陥
没
、
橋
り
ょ
う
の
前
後
や

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
部
の
段
差

な
ど
に
よ
り
、
い
た
る
所
で
通

行
が
で
き
な
い
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
直
後

か
ら
、
町
内
の
建
設
業
者
の
協

力
を
得
て
、
道
路
へ
の
砂
利
敷

き
や
仮
舗
装
、
危
険
な
場
所
へ

の
注
意
看
板
・
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

を
設
置
す
る
な
ど
の
安
全
対
策

に
よ
り
応
急
修
繕
を
行
い
ま
し

た
。

続
く
余
震
に
よ
る
被
害

　

平
成　

年
4
月
7
日
に
発
生

23

し
た
柴
田
町
船
岡
で
震
度
５
強

を
観
測
し
た
地
震
を
は
じ
め
、

度
重
な
る
余
震
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
下
水
道
管
や
水
道

管
な
ど
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
路

線
上
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
り

沈
下
や
陥
没
が
発
生
。
そ
の
都

度
応
急
処
置
を
行
い
安
全
な
通

行
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

終
わ
り
が
見
え
た
災
害
復
旧

　

災
害
復
旧
は
、
国
の
査
定
を

経
て　

カ
所　

・
1娃
が
認
め

66

15

ら
れ
、
工
事
を
平
成　

年
度
中

23

に
全
て
発
注
し
ま
し
た
が
、
そ

の
内　

件
を
平
成　

年
度
に
繰

38

24

り
越
し
て
工
事
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
工
事
も
ほ
ぼ
完
了

を
迎
え
ま
し
た
。

一
部
工
事
は
4
月
以
降
に

　

現
在
は
、
船
岡
新
栄
、
船
岡

西
2
丁
目
な
ど
、
下
水
道
の
災

害
復
旧
と
重
複
す
る
路
線
を
3

月
末
ま
で
完
了
さ
せ
る
予
定
で

す
。
町
単
独
の
災
害
復
旧
工
事

は
、　

カ
所
4
・
6娃
と
な
り

19

ま
す
。
1
月
の
大
雪
の
影
響
で

一
部
が
4
月
以
降
に
ズ
レ
込
み

ま
す
が
、
早
期
復
旧
を
目
指
し
、

工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町道船迫14号線
歩道に亀裂と段差が発生
（槻木字新田）
【平成23年3月15日撮影】

都市建設課長　大久保政一　　　　　　　  　Masaichi Ohkubo
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2
度
に
わ
た
る
断
水

　

町
内
の
上
水
道
は
、
東
日
本

大
震
災
の
本
震
と
余
震
に
よ
り

二
度
に
わ
た
っ
て
町
内
全
域
で

断
水
と
な
り
ま
し
た
。

　

給
水
面
で
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
し
た
。

経
験
を
生
か
し
て

　

こ
の
震
災
で
の
経
験
を
踏
ま

え
て
、
町
で
は
ハ
ー
ド
面
で
の

整
備
と
給
水
対
策
を
新
た
に
構

築
し
、
断
水
が
生
じ
た
際
の
体

制
を
整
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

町
が
受
水
し
て
い
る
仙
南
仙
塩

広
域
水
道
も
仙
台
・
松
島
方
面

に
送
水
す
る
高
区
系
送
水
管
と

柴
田
・
名
取
方
面
に
送
水
す
る

低
区
系
送
水
管
を
連
結
す
る
工

事
に
平
成　

年
度
か
ら
取
り
掛

26

か
り
、
新
た
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
図
り
ま
す
。

全
域
に
わ
た
る
被
害

　

下
水
道
は
、
整
備
区
域
の
全

域
、
延
長
に
し
て
約　娃
に
わ

12

た
る
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。

一
部
を
残
し
今
年
度
中
に
工
事
完
了

　

国
の
災
害
査
定
を
受
け
て
、

復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

被
災
を
受
け
た
下
水
道
管
渠
と

マ
ン
ホ
ー
ル
の
復
旧
は
1
月
末

で
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
舗
装
の
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
県
内
の
復
旧
工

事
に
よ
る
舗
装
工
事
が
集
中
し

て
い
る
た
め
に
、
3
月
中
の
完

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
段
差
や

舗
装
面
が
沈
下
し
て
い
る
所
が

多
数
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
修
繕
に
つ
い
て
は
平
成　
25

年
度
上
期
ま
で
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

終
末
処
理
場
3
月
完
全
復
旧

　

県
の
終
末
処
理
場
の
復
旧
状

況
は
、
汚
水
を
浄
化
す
る
施
設

に
つ
い
て
は　

月
末
で
復
旧
を

12

完
了
し
、
現
在
汚
泥
を
処
理
す

る
施
設
の
復
旧
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

3
月
末
ま
で
に
は
、
完
全
復

旧
す
る
見
通
し
で
す
。

上下水道課長　加藤　克之　　　　　　　Katuyuki Kato

マンホールが隆起し段差
が発生（船岡東4丁目）
【平成23年3月13日撮影】

仙南仙塩広域水道の送水本管の破損状況（白石市大
平森合地区）【平成23年4月9日撮影】
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

伴
い
、
町
で
も
放
射
線
か
ら
町

民
を
守
る
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

放
射
線
か
ら
町
民
を
守
る
対
策

　

町
内
の
空
間
放
射
線
量
を
調

べ
る
た
め
、
県
か
ら
環
境
放
射

線
測
定
器
を
借
り
て
、
役
場
や

教
育
施
設
、
生
涯
学
習
施
設
、

公
園
な
ど　

カ
所
で
測
定
を
実

45

施
し
て
い
ま
す
。

　

放
射
能
測
定
と
し
て
、
消
費

者
庁
と
県
か
ら
検
査
機
器
を
借

り
て
、
農
林
産
物
や
小
中
学
校

プ
ー
ル
、
教
育
・
児
童
福
祉
施

設
、
公
園
の
土
壌
、
給
食
、
焼

却
灰
な
ど
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

放
射
能
を
知
る

　

放
射
能
を
知
る
た
め
、
柴
田

町
・
村
田
町
・
大
河
原
町
主
催
の

「
放
射
能
と
健
康
」
に
関
す
る

講
演
会
や
町
主
催
の
「
放
射
能

と
食
の
安
全
」
に
関
す
る
講
演

会
に
よ
り
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

放
射
線
量
の
低
減
対
策

　

町
は
、
国
の
汚
染
状
況
重
点

調
査
地
域
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
せ
ん
が
、
安
心
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
、
比
較
的
、
放
射

線
量
が
高
い
教
育
・
児
童
福
祉

施
設
、
公
園
な
ど
、　

カ
所
を

12

町
独
自
で
除
染
し
、
3
月
ま
で

に
作
業
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
避
難
所
や

被
災
者
へ
の
支
援
に
、
地
域
で

活
躍
し
て
い
た
の
は
、
各
地
区

の
町
民
で
組
織
す
る
自
主
防
災

組
織
で
し
た
。

い
ざ
！
と
い
う
時
に
備
え
て

　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た

め
に
、
町
内
の
自
主
防
災
組
織

を
対
象
に
「
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
習
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
月　

日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

16

開
催
さ
れ
た
講
習
会
に
は
、
各

地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
代
表

者　

人
が
出
席
し
て
、
約
7
時

26

間
に
わ
た
り
地
震
や
津
波
の
基

礎
知
識
や
防
災
対
策
の
基
本
を

学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
災
害
時
の
図
上
訓

練
や
避
難
所
運
営
訓
練
な
ど
実

践
的
な
演
習
も
行
わ
れ
、
参
加

者
は
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験

を
交
え
て
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
後
日
「
防
災

指
導
員
認
定
書
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
今
後
、
災
害
時
の
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

町民環境課長　佐藤　富男　　　　　　　Tomio Sato

図上訓練に取り組む姿は、本番さながら

■ これまでの除染実施状況（2月19日現在）
　【単位：μSv/h】

作業状況除染後除染前場　所作業状況除染後除染前場　所
作業中0.080.20西住小学校完了0.100.27並松公園
完了0.080.20船迫児童館〃0.090.22第一幼稚園
〃0.060.20西住児童館〃0.080.21船岡保育所
〃0.070.20下名生児童遊園〃0.110.20西船迫保育所
〃0.060.20剣崎公園〃0.080.21船岡小学校
作業中－0.20舘前緑地〃0.060.20東船岡小学校

※空間放射線量が0.20μSv/hを超える、児童福祉施設などを対象に町独自で除染作業を実施。

※現在、旧トッコン跡地に土砂を運んでいます。
これは除染作業を行う際に埋設場所を掘り上
げた土砂の残土を、安全を確認した上で盛土用
として搬入しているものです。
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3
町
の
小
中
学
校
の
数
は　
18

校
で
、
半
径
で
6娃
の
範
囲
内

に
す
べ
て
が
位
置
し
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
時
期
は

い
ず
れ
も
昭
和　

年
代
で
、
施

50

設
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

柴
田
町
の
平
成　

年
度
に
お

22

け
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
費

は
、
ボ
イ
ラ
ー
更
新
な
ど
に
約

1
8
0
0
万
円
、
平
成　

年
度

23

は
給
水
給
湯
配
管
改
修
な
ど
に

8
5
0
万
円
が
掛
り
ま
し
た
。

3町の小中学校の数や位置と現在の給食センター（施設）の建設時期はいつですか？

１ 村田第二小・村田第二中学校給食共同処理場（昭和50
年２月建設）１日280食提供 ／2 村田第一中学校・単独
調理（昭和57年３月建設）１日270食提供 ／ ３ 大河原町
学校給食センター（昭和53年４月建設）１日2,300食提
供 ／ ４ 柴田町学校給食センター（昭和56年４月建設）１
日3,800食提供（うち村田小学校425食含む）

1

2

3

4

■3町の小中学校・現在の給食センター（施設）の位置
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新給食センター（3町単独で整備する場合と3町共同で整備する場合）の基本理念と基本目標を教えてください。

共通課題と新給食センター（3町単独で整備する場合と3町共同で整備する場合）を整備するときに、どんなことを検討したのでしょうか？
■共通検討項目
①アレルギー対応食や生きた教材として
の食育への取り組み
②地産地消への取り組み
③文部科学省の「学校給食衛生管理基準」
に適合した施設・設備機器の整備
④老朽化した施設・設備機器への対応
⑤給食の継続性（現施設の改築では給食
の休止が伴う）

改正後　（平成21年4月1日施行）
①適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。
②日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営む
ことができる判断力を培い及び望ましい食生活を養うこと。

③学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。
④食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深
め、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養
うこと。

⑤食生活が食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについて
の理解を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。

⑥我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。
⑦食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
社
会
情
勢
の

変
化
の
中
で
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の

推
進
の
た
め
、
学
校
給
食
を
活
用
し
た

食
に
関
す
る
指
導
の
重
要
性
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
3
町
の
食
育
推
進
計
画
な

ど
の
取
り
組
み
を
実
現
し
な
が
ら
、
各

種
計
画
や
各
学
校
で
策
定
し
て
い
る
食

に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
な
ど
と
関

連
付
け
な
が
ら
、「
安
全
安
心
で
質
の
高

い
学
校
給
食
を
安
定
的
に
か
つ
経
済
効

率
を
も
っ
て
提
供
で
き
る
よ
う
施
設
整

備
と
事
業
運
営
」を
行
う
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
、
基
本
目
標
に
従
っ
て
整
備
を

進
め
ま
す
。

券献献献献献犬献献献献献鹸
⑥建設コストと運営管理コストの比較

▼

■3町の共通課題
①建物・設備の老朽化と狭あいスペー
スに起因する作業効率の悪い施設。
②学校給食衛生管理基準に適合してい
ない施設。
③アレルギー対応食提供への対応。
④給食センターの耐震化。
⑤学校給食の目標に食育の観点が新た
に加えられた。

■学校給食の目的（学校給食法第2条）の改正概要
改正前　
①日常生活における食事に
ついて、正しい理解と望ま
しい習慣を養うこと。
②学校生活を豊かにし、明る
い社交性を養うこと。
③食生活の合理化、栄養の改
善及び健康の増進を図る
こと。
④食糧の生産、配分及び消費
について、正しく理解に導
くこと。

閣
■基本目標
①おいしく栄養バランスのとれた学
校給食を提供する。
②食物アレルギーへの対応を図る。
③衛生管理基準の徹底を図る。
④食の学びの場としての教育的施設
の整備を目指す。
⑤地元食材を使用した地産地消の推
進を図る。
⑥財政への配慮を図る。
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給
食
費
は
上
が
り
ま
せ
ん

　

こ
れ
ま
で
も
食
材
費
相
当
分

を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
3
町
共
同
で
も

現
在
の
給
食
費
を
値
上
げ
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

給
食
数
は
7
0
0
0
食

　

3
町
共
同
の
場
合
の
給
食
数

は
、
7
0
0
0
食
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
柴
田
町
で
提
供
し

て
い
る
食
数
3
8
0
0
食
（
村

田
町
へ
の
提
供
数
4
2
5
食
を

含
む
）
の
約
2
倍
に
な
り
ま
す
。

県
内
で
は
、
仙
台
市
が
6
カ
所

の
内
5
カ
所
で
8
0
0
0
～
1

万
5
0
0
0
食
、
名
取
市
で
8

0
0
0
食
、
富
谷
町
で
7
0
0

0
食
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
の
安
全
性
は
、
単
独
で
も

共
同
で
あ
っ
て
も
衛
生
管
理
基

準
の
徹
底
に
よ
り
確
保
し
ま
す
。

建
設
候
補
地
お
よ
び
配
送
時
間

　

3
町
に
あ
る　

の
小
中
学
校

18

は
、
半
径
6
㎞
圏
内
に
す
べ
て

位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

建
設
候
補
地
を
3
町
の
小
中
学

校
エ
リ
ア
の
中
心
に
近
い
「
村

田
町
沼
辺
地
区
周
辺
」
と
考
え

ま
し
た
。
こ
の
周
辺
で
あ
れ
ば
、

道
路
網
や
水
道
・
下
水
道
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況
や
十

分
な
敷
地
面
積
の
確
保
と
い
っ

た
条
件
も
ク
リ
ア
で
き
、
配
送

時
間
も
5
分
か
ら　

分
程
度
多

10

く
掛
か
り
ま
す
が
、
問
題
な
い

と
考
え
ま
す
。

他
市
町
村
の
共
同
で
の
整
備

　

全
国
で
は
、
平
成　

年
7
月

24

1
日
現
在　

の
市
町
村
で　

施

84

46

設
を
他
市
町
村
と
共
同
設
置
し

て
い
ま
す
。
県
内
に
は
、
共
同

で
整
備
（
委
託
を
含
む
）
し
た

市
町
村
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
や
経
済
の
長
期

低
迷
が
進
み
、
各
町
の
歳
入
は

減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し

て
提
供
す
る
た
め
に
は
、
効
率

的
で
効
果
的
な
工
夫
が
自
治
体

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
学
校
給
食
法
に
基
づ
き
な

が
ら
、
効
率
的
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
る
た
め
、
共
同
建
設
の

方
針
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
本
目
標
に
沿
っ
て
、
同
じ

条
件
の
も
と
に
建
設
コ
ス
ト
と

運
営
管
理
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
単
独
整
備
と
共
同
で

整
備
し
た
場
合
の
試
算
を
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
共
同
で
整

備
し
た
場
合
に
は
、
建
設
コ
ス

ト
で
約
4
億
7
0
0
万
円
の
負

担
軽
減
（
用
地
費
除
く
）
と
な

り
ま
す
。
運
営
管
理
コ
ス
ト
で

は
、
1
年
間
で
約
8
7
0
0
万

円
、　

年
間
で
は
約
8
億
7
0

10

0
0
万
円
の
負
担
軽
減
（
食
材

費
除
く
）
に
つ
な
が
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

3町共同で整備した場合に問題はないのですか？

新給食センター（3町単独で整備する場合と3町共同で整備する場合）の建設コストと運営管理コストの比較について教えてください。
■建設コストの比較

コスト比較3町共同で建設3町単独で建設給食数

約△4億700万円約23億2700万円

約5億8,700万円1,000食村 田 町

約9億2,400万円2,500食大河原町

約12億2,400万円3,500食柴 田 町

約△4億700万円約23億2700万円約27億3,500万円7,000食合　計

■運営管理コストの比較

コスト比較3町共同で運営3町単独で運営給食数

約△8,700万円約1億8,300万円

約6,500万円1,000食村 田 町

約9,000万円2,500食大河原町

約1億1,600万円3,500食柴 田 町

約△8,700万円約1億8,300万円約2億7,100万円7,000食合　計

※100万円以下を端数処理しています。
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新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

次
の
よ
う
な
機
能
設
備
を
有
す

る
施
設
と
し
ま
す
。

○
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
専
用
調

理
室

　

可
能
な
限
り
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
を
提
供
で
き
る
施
設
と
し

ま
す
。（　

食
程
度
を
予
定
）

50

○
生
き
た
教
材
・
食
の
学
び
の

場
　

積
極
的
に
地
場
産
物
を
取
り

入
れ
、
季
節
感
の
あ
る
お
い
し

い
給
食
を
「
生
き
た
教
材
」
と

し
て
提
供
し
、
給
食
が
で
き
上

が
る
様
子
が
よ
く
見
え
る
よ
う

な
「
食
の
学
び
の
場
」
と
し
て

機
能
す
る
施
設
と
し
ま
す
。

（
地
産
地
消
担
当
職
員
の
配
置

を
考
え
て
い
ま
す
。）

○
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
が
図
れ

る
施
設

　

適
切
な
温
湿
度
管
理
の
で
き

る
設
備
を
設
け
、
専
用
の
調
理

機
器
等
を
備
え
た
サ
ラ
ダ
・
和

え
物
調
理
室
の
設
置
に
よ
り
、

メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
が
図
れ
る

施
設
と
し
ま
す
。
ま
た
、
保

温
・
保
冷
に
優
れ
た
断
熱
食
缶

等
の
導
入
に
よ
り
、「
温
か
い

も
の
は
温
か
く
、
冷
た
い
も
の

は
冷
た
く
」
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。

○
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

調
理
場
内
は
、
汚
染
区
域
と

非
汚
染
区
域
を
壁
や
備
品
な
ど

に
よ
り
明
確
に
区
画
し
、
食
材

の
搬
入
か
ら
調
理
済
み
食
品
ま

で
、
安
全
衛
生
管
理
が
徹
底
で

き
る
施
設
と
し
ま
す
。

○
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
施
設

　

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
太

陽
光
発
電
な
ど
、
環
境
に
配
慮

し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
施
設

と
し
ま
す
。

○
災
害
に
対
応
し
た
施
設

　

災
害
時
の
炊
き
出
し
な
ど
、

応
急
的
な
対
応
が
で
き
る
施
設

と
し
ま
す
。

　

3
町
共
同
の
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
と
し
た
場
合
の
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成　

年
度
に

25

3
町
で
組
織
す
る
「
検
討
委
員

会
」
を
設
立
し
、
基
本
構
想
の

策
定
や
用
地
取
得
、
設
計
、
工

事
な
ど
を
経
て
、
平
成　

年
度

28

ま
た
は
平
成　

年
度
に
完
成
す

29

る
見
込
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
公
共
施
設
の
設
計

や
施
工
、
運
営
な
ど
、
各
段
階

の
作
業
を
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
事

業
者
に
直
接
発
注
す
る
「
従
来

方
式
」
と
呼
ば
れ
る
方
式
で
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
効
率
的
な
運
用

を
目
的
に
民
間
の
持
つ
能
力
を

活
用
し
て
公
共
事
業
を
実
施
す

る
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
」
の
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

従
来
方
式
だ
け
で
な
く
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
の
導
入
可
能
性
調
査
を

検
討
し
、
継
続
的
に
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
、
ど
の
方
式
に
優
位
性
が

あ
る
か
判
断
を
し
て
発
注
す
べ

き
と
の
結
論
か
ら
、
完
成
時
期

が
二
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

柴
田
町
が
単
独
で
整
備
す
る

場
合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
第

６
次
基
本
構
想
の
期
間
の
平
成

　

年
度
以
降
と
な
り
、
3
町
共

31同
で
整
備
す
る
よ
り
も
遅
く
な

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

3町共同の学校給食センターに備わる機能設備について教えてください。（単独設置の場合も、施設の機能は同等なものを目指します。）

3町共同で整備した場合と、単独で整備した場合のスケジュールの違いを教えてください。
これまで町が公共施設の整備に用いてきた手法で、設計・
施工・運営等の各段階を個別に、それぞれ専門の業者に直
接発注して事業を実施（整備・委託）するものです。

従来方式

公共施設などの設計・建設・改修・維持管理および運営
を民間の資金や能力を活用することにより、効率的な行
政サービスの提供をする手法です。民間事業者が実施主
体となって公共事業を実施するもので、町とは概ね15年
以上の長期契約となります。

ＰＦＩ方式

提出された報告書は、町のホームページ「3町共同学校給食センター建設可能性調査報告について」に掲載しています。■問  柴田町まちづくり政策課　緯54-2111　思55-4172　Ｅメール　　　produce@town.shibata.miyagi.jp　ホームページ　　http://www.town.shibata.miyagi.jp

※
４
月
号
へ
つ
づ
く
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|
（
仮
称
）
さ
く
ら
連
絡
橋
の

建
設
は
、
一
目
千
本
桜
の
景

観
を
損
な
う
ば
か
り
か
船
岡

城
址
公
園
の
生
態
系
を
壊
し

て
し
ま
い
ま
す
。
桜
ま
つ
り

の
観
光
客
の
た
め
の
橋
を
町

民
は
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋
の
建

設
に
つ
い
て
は
、
5
0
4
0
人

か
ら
の
事
業
推
進
署
名
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
船
岡
城
址
公
園

の
桜
と
白
石
川
堤
の
一
目
千
本

桜
を
つ
な
ぐ
（
仮
称
）
さ
く
ら

連
絡
橋
は
、
新
た
な
花
見
の
名

所
と
し
て
、
多
く
の
カ
メ
ラ
マ

ン
の
被
写
体
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
健

康
で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
人
間
本
来
の
「
歩
く
」

と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
、

人
と
人
が
交
流
す
る
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
仲
間
づ

く
り
が
必
要
で
す
。
町
民
の
健

康
づ
く
り
の
場
や
歩
け
歩
け
大

会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
メ
ッ
カ

（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋

の
建
設
に
つ
い
て
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と
し
て
、
年
間
を
通
じ
た
集
客

に
努
め
、
約
6
億
6
千
万
円
の

経
済
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

船
岡
城
址
公
園
は
、
戦
後
間

も
な
く
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
、

畑
が
つ
く
ら
れ
、
石
切
り
場
か

ら
は
石
を
掘
り
出
し
て
い
ま
し

た
。
昭
和　

年
に
は
、
平
和
観

50

音
像
や
駐
車
場
、
道
路
が
つ
く

ら
れ
、
平
成
8
年
に
は
、
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
に
変
わ
り
ス
ロ
ー
プ

カ
ー
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
昔
の
面
影
は
失
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
は
間
伐
や
草
刈
り
な
ど
、
手

を
加
え
る
こ
と
で
美
し
い
環
境

を
保
っ
て
い
ま
す
。（
仮
称
）さ

く
ら
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
、

桜
の
木
の
伐
採
は
1
本
程
度
で
、

伐
採
し
た
後
に
は
、
若
木
に
更

新
し
ま
す
の
で
、
桜
並
木
が
な

く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

|
（
仮
称
）
さ
く
ら
連
絡
橋
を

建
設
す
る
お
金
が
あ
る
な
ら
、

水
害
対
策
や
道
路
・
側
溝
の

整
備
、
子
育
て
支
援
、
高
齢

者
福
祉
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

　
（
仮
称
）さ
く
ら
連
絡
橋
の
建

設
を
中
止
し
て
も
、
水
害
対
策

や
道
路
・
側
溝
の
整
備
、
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
に
使
え

る
お
金
が
生
み
出
さ
れ
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。（
仮
称
）さ
く

ら
連
絡
橋
の
建
設
に
係
る
国
か

ら
の
交
付
金
約
3
億
円
は
、
す

べ
て
国
へ
返
還
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
す

で
に
事
業
へ
投
資
し
た
約
5
千

万
円
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
一
൪
ྗ
を
ೖ
れ
た

事
業
は
、「
σ
マ
ン
υ
ܕ
৐
߹

λ
Ϋ
γ
ー
は
な
み
ͪ
Ỵ
ん
̜

̤
」
を
は
じ
め
、
福
祉
ؔ
連
事

　より良いまちづくりを進めるために、昨年の広報しばた4月号と11月号に、「町長へのメッセージ」のはがきを折り込み、皆さんからご意見やご要望をお寄せいただきました。　これまでに、皆さんからお寄せいただいたメッセージなどに対して町長がお答えします。

樅ノ木は残った展望デッキの麓から白石川右岸の土手へつながる

（仮称）さくら連絡橋イメージ図  
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業
で
す
。
次
に
、
槻
木
中
学
校

新
校
舎
の
建
設
な
ど
の
教
育
環

境
整
備
や
水
害
対
策
、
道
路
・

側
溝
の
整
備
に
全
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、（
仮
称
）
さ
く
ら
連

絡
橋
の
整
備
と
平
行
し
て
、
槻

木
地
区
の
道
路
整
備
や
槻
木
、

西
住
、
船
岡
西
、
船
岡
南
、
西

船
迫
地
区
な
ど
の
冠
水
対
策
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
医

療
費
は
、　

月
か
ら
中
学
生
ま

10

で
無
料
に
な
り
ま
す
。

| 
東
日
本
大
震
災
の
被
害
で

撤
去
さ
れ
た
槻
木
小
学
校
の

遊
具
。
孫
は
入
学
後
に
遊
べ

る
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
以
前
の
よ
う
な
遊
具
を

設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

槻
木
小
学
校
の
大
型
遊
具

（
通
称
「
ぼ
う
け
ん
ラ
ン
ド
」）

は
、
槻
木
小
学
校
卒
業
生
か
ら

の
寄
付
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も

の
で
す
。
平
成
2
年　

月
か
ら

12

こ
れ
ま
で
多
く
の
児
童
に
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
6
月
に
は
、
す
べ

22

り
台
と
ネ
ッ
ト
ロ
ー
プ
の
経
年

劣
化
に
よ
り
一
部
使
用
禁
止
に

し
て
き
ま
し
た
が
、
東
日
本
大

震
災
後
は
、
遊
具
全
体
が
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
遊
具
の
修
繕
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
現
行
の
遊
具

の
安
全
に
係
る
規
格
基
準
に
適

合
し
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
の
で
、
児
童
の
安
全
を
最
優

先
に
考
え
、
学
校
と
協
議
し
、

こ
の
遊
具
を
撤
去
し
た
も
の
で

す
。

　

今
後
、
遊
具
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
基
準
に
よ
り
築
山
へ
の

設
置
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

校
庭
内
に
設
置
す
る
方
向
で
、

種
類
や
規
格
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

| 
3
町（
大
河
原
町
・
村
田
町
・

柴
田
町
）
に
よ
る
新
し
い
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
、
住
民
な
ど
は
、
ほ
と
ん

ど
知
り
ま
せ
ん
。「
町
民
に

分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
情

報
」
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

柴
田
町
・
村
田
町
・
大
河
原

町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

す
で
に　

年
以
上
が
経
過
し
て

30

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
建
物
・

設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
耐
震
化
の
必

要
性
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス
に
よ
る
作

業
効
率
の
問
題
や
現
行
の
学
校

給
食
衛
生
管
理
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
こ
と
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
へ
の
対
応
、
食
育
を
推
進

し
て
い
く
上
で
も
十
分
な
施
設

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
3
町
の
関
係
職
員

が
「
共
同
に
よ
る
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
い
、
3
町
の
町

民
へ
の
試
案
と
し
て
調
査
報
告

書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
報

告
書
は
3
月　

日
、
3
町
同
時

17

に
各
町
の
議
員
全
員
協
議
会
に

報
告
を
し
ま
し
た
。

　

議
論
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
今
後
「
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
を
共
同
で
建
設
す
べ
き
か
」

「
単
独
で
建
設
す
べ
き
か
」
を
、

議
会
や
保
護
者
、
町
民
な
ど
に

十
分
説
明
し
、
意
見
を
聞
い
た

上
で
方
針
を
決
め
、
最
終
的
に

は
、
3
町
の
議
会
で
審
議
さ
れ

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3
町
共
同
に
よ
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て

■スケジュール

小中学校の教員と保護者へ資料を配付（町
ホームページで公表）2月中旬

広報しばた3月号（P6～9）へ掲載3月1日 

議員全員協議会で説明4月中旬 

PTA総会で説明（学校ごと）4月下旬

意向調査の実施4月下旬
　～5月上旬

槻
木
小
学
校
の

遊
具
に
つ
い
て

東日本大震災により撤去された、槻木小の大型遊具
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| 
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

当
た
り
、
角
田
市
、
大
河
原

町
、
村
田
町
、
柴
田
町
の
首

長
が
、
議
会
に
計
ら
ず
勝
手

に
「
建
設
整
備
経
費
の
負
担

割
合
」
を
「
管
理
運
営
に
要

す
る
経
費
割
合
」
で
決
め
た

と
い
う
の
は
本
当
で
す
か
。

　

今
回
整
備
さ
れ
る
「
腫
瘍
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
4
月

に
外
来
化
学
療
法
室
が
、
8
月

に
は
放
射
線
治
療
室
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
、

平
成　

年
4
月
に
稼
動
し
ま
す
。

26

整
備
に
か
か
る
事
業
費（
予
定
）

は
、
8
億
8
2
0
0
万
円
で
角

田
市
、
大
河
原
町
、
村
田
町
、

柴
田
町
の
1
市
3
町
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
整
備
は
、
こ
れ
ま
で

の
腫
瘍
内
科
の
機
能
を
さ
ら
に

強
化
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

医
療
機
器
の
更
新
と
同
じ
「
管

理
運
営
に
要
す
る
経
費
」
の
負

担
割
合
が
適
当
と
さ
れ
た
も
の

で
、
負
担
割
合
を
変
え
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

腫
瘍
セ
ン
タ
ー
整
備
に
関
す

る
予
算
に
つ
い
て
は
、
み
や
ぎ

県
南
中
核
病
院
議
会
（
町
議
会

と
は
別
に
組
織
さ
れ
る
も
の
で
、

柴
田
町
か
ら
は
、
議
長
ほ
か
２

人
の
議
員
が
参
画
し
て
い
ま

す
。）
で
審
議
さ
れ
、
民
主
的
に

議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
市
３

町
の
首
長
が
、
勝
手
に
決
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
に
一

番
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
が

柴
田
町
民
で
す
。
町
の
負
担
が

増
え
て
も
、
質
の
高
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
の
が
行

政
の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
の

負
担
金
に
つ
い
て

　より良いまちづくりのために、皆さんからのご意見やご提案をお寄せください。すべてのはがきなどに、町長が目を通します。　なお、回答を希望される場合、調査などの関係で時間を要することもありますので、あらかじめご了承ください。①町長へのメッセージ（はがき）　広報しばた4月号（来月号）に折り込む専用のはがきをご利用ください。②任意のはがき・手紙　はがきや手紙に「住所」「氏名」「性別」「年齢」「電話番号」「回答希望の有無」「ご意見・ご提案の内容」を記入して、まちづくり政策課あてに郵送してください。③町ホームページ　町ホームページ（http://www.town.shibata.miyagi.jp/）のトップページ中央にある「行政・まちづくり」の分類の中から「町長へのメッセージ」の項目をクリックしてください。　専用の入力画面が表示されます。画面の指示のとおり、必要事項を入力して送信をしてください。

　大変貴重な意見などを匿名でお寄せいただくことがあります。匿名でいただいても、回答することができませんので、ぜひ「名前」「住所」を明記してお寄せください。

クリック郭郭
▲町ホームページトップ画面

▼専用の入力画面
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地
元
で
採
れ
た
も
の
を

地
元
で
消
費

　

平
成　

年
3
月　

日
に
設
立
し

22

29

た
柴
田
町
地
産
地
消
推
進
協
議
会

は
、
4
つ
の
農
産
物
直
売
所
と
関
係

機
関
が
町
内
で
採
れ
た
「
安
全
・
新

鮮
・
お
い
し
い
」
農
産
物
を
地
元
の

方
へ
提
供
し
地
消
を
し
て
い
く
こ

と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
環
境
の
保

全
、
地
域
農
業
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
る

「
地
産
地
消
」

　

協
議
会
に
加
盟
す
る
直
売
所
が

合
同
で
地
元
の
農
産
物
を
多
く
の

方
に
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
盆
菊
祭
り
」
や
「
歳
末
感
謝
祭
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
い
し

い
農
産
物
を
皆
さ
ん
に
届
け
る
た

め
に
、
生
産
者
の
栽
培
技
術
研
修
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
産
地
消
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
、
地
元
の
農
産
物
を
利
用

し
て
食
事
な
ど
を
提
供
し
て
く
れ

る
「
地
産
地
消
応
援
店
」
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地
産
地
消
」
へ

つ
な
が
る
一
歩

　

協
議
会
で
は
、
さ
ら
に
、
柴
田
の

旬
の
食
材
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

お
近
く
の
農
産
物
直
売
所
や
地

産
地
消
応
援
店
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　

最
近
新
聞
に
折
り
込
ま

れ
た
チ
ラ
シ
に
お
い
て
、

町
の
情
報
提
供
や
情
報
共

有
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

批
判
を
頂
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
さ
く
ら

連
絡
橋
の
建
設
や
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
の

負
担
金
問
題
、
大
河
原
町
・
村
田
町
・
柴
田

町
の
三
町
共
同
に
よ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
に
関
す
る
件
な
ど
で
す
。

　

当
然
、
批
判
は
批
判
と
し
て
謙
虚
に

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

よ
く
読
ん
で
み
る
と
、
誤
解
や
思
い
込

み
に
よ
る
一
方
的
な
記
述
に
な
っ
て
い

る
場
合
が
結
構
多
い
の
で
す
。

　
「
町
に
途
中
経
過
を
確
認
し
て
頂
け

れ
ば
こ
ん
な
間
違
っ
た
記
事
に
な
ら
な

い
の
に
な
あ
」
と
思
い
つ
つ
、「
人
の
噂

は
千
里
を
走
る
」
と
い
い
ま
す
の
で
、

「
町
民
に
誤
解
が
広
が
り
、
ね
じ
曲
げ

ら
れ
た
考
え
に
誘
導
さ
れ
は
し
な
い
か
」
と

心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
に
対
す
る
町
や
議
会
か
ら
の
唯
一
の

情
報
手
段
は
「
広
報
し
ば
た
」
で
あ
り
「
議

会
だ
よ
り
」
で
す
。「
広
報
し
ば
た
」
は
月
1

回
、「
議
会
だ
よ
り
」
は
四
半
期
に
1
回
の
発

行
で
紙
面
も
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
聞
の

よ
う
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
は
困
難
で
す
。
多
く
の
こ
と
を
町
民
の

皆
様
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
も
、
お
の
ず
と

限
界
が
あ
る
こ
と
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
残
念
な
の
は
、
正
し
い
情

報
を
掲
載
し
た
「
広
報
し
ば
た
」
や
「
議
会

だ
よ
り
」を
あ
ま
り
読
ん
で
も
ら
え
ず
、
役
場

や
議
会
を
批
判
し
た
記
事
の
方
が
噂
話
と
し

て
吹
聴
さ
れ
や
す
い
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、

チ
ラ
シ
な
ど
を
発
行
す
る
責
任
者
の
方
に
は
、

事
実
関
係
を
確
認
し
た
上
で
の
批
判
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

刑
事
ド
ラ
マ
で
よ
く
耳
に
す
る
の
は

「
裏
を
取
れ
」
と
い
う
セ
リ
フ
で
す
。

事
実
関
係
を
積
み
重
ね
な
い
限
り
、
真

実
は
見
え
な
い
し
、
真
実
を
町
民
に
伝

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

さ
く
ら
連
絡
橋
に
関
す
る
情
報
共
有

に
つ
い
て
「
町
は
も
っ
と
分
か
り
や
す

く
き
め
細
か
に
情
報
を
提
供
す
べ
き
で

あ
り
、
ま
だ
ま
だ
創
意
工
夫
が
足
り
な

い
。
し
か
し
、
私
た
ち
住
民
も『
情
報
提

供
が
さ
れ
て
い
な
い
』と
批
判
す
る
前
に
、
広

報
し
ば
た
や
議
会
だ
よ
り
を
よ
く
読
ん
で
、

自
ら
も
情
報
を
得
よ
う
と
す
る
努
力
が
必
要

で
あ
る
」と
、
町
民
の
方
が
い
み
じ
く
も
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

情
報
共
有
と
は
、
情
報
を
提
供
す
る
側
と

情
報
を
受
け
取
る
側
が
、
お
互
い
日
々
努
力

す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
こ
と
を
、
改
め
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報のののののののののの共共共共共共共共共共有有有有有有有有有有とととととととととと情報の共有とははははははははははは
美味しい柴田産の食材を提供する[地産地消協議会加盟店]×[地産地消応援店]応　援　店加　盟　店 毅Ａコープ槻木店　毅せんだい屋　毅懐（かい）毅平間花店　毅太陽の村毅はらから福祉会　（はらからショップ）

毅ふうど毅お羽山さん毅みでがいん毅結友（ゆいとも）
  ◎地産地消加盟直売所および応援店を募集しています。  ■問  ＪＡみやぎ仙南　柴田地区事業本部（半澤）緯56-1212



15

　入学や就職、転勤など、新たな生活を迎える人が多い季節です。入
園・入学準備やお弁当作りの本、引っ越しや一人暮らしの極意、ビジ
ネスマナーの本など、新生活に役立つ本を集めました。まだまだ寒い
折ですが、節目の春に役立つ本を図書館で見つけてみましょう。
　また「震災関連本」についても特集します。東日本震災発生からまもなく2年。震
災の爪痕がまだまだ残る地域がたくさんあります。振り返らなければならない過去の
記憶を今一度呼び起こしてみてください。

日時／3月2日、9日、16日、23日の土曜日
 　　　11：00～12：00　※事前の申し込みは必要ありません。
場所／柴田町図書館（ふるさと文化伝承館1階奥の「集会室1」）
協力／絵本読み聞かせの会「おむすびころりん」
　　　図書館サポート委員会「ひよこちゃん」　ほか

■問  柴田町図書館（しばたの郷土館・ふるさと文化伝承館内）
　緯86-3820　FAX86-3821　Eメール:library@town.shibata.miyagi.jp 柴田町図書館「3月」の休館日

※太字が休館日です
開 館 時 間

平日10:00～19:00
土・日曜日、祝日10:00～17:00

土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817
30292827262524

31

広 告 広 告

広 告 広 告



16

120人が参加しエコライフについて学びました

町長に提案を投げかける子ども議員の佐藤聡太さん

船岡小の保健室にエアコンを設置するなど、提案に応える町長

　

2
月
2
日
、
柴
田
町
エ
コ
ラ
イ

フ
推
進
会
議
が
中
心
と
な
っ
て
、

柴
田
町
環
境
広
場
「
講
演
会
」
が

槻
木
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
南
極
料
理
人
・
西
村
淳
さ
ん

が
究
極
の
エ
コ
料
理
・
エ
コ
ラ
イ

フ
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
第

　

次
南
極
観
測
隊
に
食
事
担
当
と

38し
て
参
加
し
た
西
村
さ
ん
。
ご
み

を
出
す
こ
と
が
制
限
さ
れ
る
中
、

極
寒
の
ド
ー
ム
ふ
じ
基
地
で
培
っ

た
、
あ
ま
す
こ
と
な
く
食
材
を
使

い
切
る
技
な
ど
を
映
像
や
写
真
で

紹
介
し
ま
し
た
。

　

船
岡
小
学
校
6
年
生
1
1
3
人

に
よ
る
子
ど
も
議
会
が
2
月
5
日
、

町
議
会
本
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
、
子

ど
も
議
員
8
人
が
、
堂
々
と
し
た

口
調
で
「
子
ど
も
と
お
年
寄
り
が

つ
な
が
る
町
づ
く
り
」
や
「
遊
び

場
の
充
実
し
た
町
」
な
ど
に
つ
い

て
質
問
や
提
案
を
し
、
こ
れ
に
対

し
て
、
滝
口
町
長
な
ど
が
分
か
り

や
す
く
答
弁
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
本
会
議
さ
な
が

ら
の
議
事
進
行
と
な
り
ま
し
た
。

エコライフで明るくきれいなまちへ

町のよりよい未来を願って

広 告 広 告
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協定を締結し握手を交わす齋藤理事長（左）と滝口町長（右）

　

1
月　

日
、
柴
田
町
と
み
や
ぎ

23

生
活
協
同
組
合
は
、
高
齢
者
見
守

り
の
取
り
組
み
に
関
す
る
協
力
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
協
定
で
は
、

生
協
の
担
当
者
が
高
齢
者
宅
を
訪

問
し
た
際
に
、
い
つ
も
と
違
う
異

変
に
気
づ
い
た
ら
町
へ
連
絡
す
る

よ
う
定
め
た
も
の
で
す
。
締
結
式

で
滝
口
町
長
は
、
町
の
高
齢
化
率

は　

・
8
％
で
、
特
に
独
り
暮
ら

22
し
の
高
齢
者
が
増
大
し
て
い
る
現

状
を
伝
え
た
上
で
「
こ
の
機
会
に

高
齢
者
を
見
回
り
、
安
全
安
心
の

町
に
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「地域デビュー」してみませんか

地域の目で高齢者の孤独死を防ぐ

均衡ある広域行政のために

　

今
年
度
、
満　

歳
を
迎
え
る
皆

60

さ
ん
が
持
っ
て
い
る
知
識
や
経
験

を
地
域
活
動
に
生
か
し
て
も
ら
う

た
め
、
2
月
2
日
に
船
迫
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
地
域
デ
ビ
ュ
ー
事

業
「　

歳
×
3
」
が
行
わ
れ
ま
し

20

た
。
は
じ
め
に
、
柴
田
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
大
庭
三
余
子
さ
ん
に

よ
る
「
ち
ょ
っ
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
す
す
め
」
に
つ
い
て
の
講

話
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参

加
者
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
検
査
ス

タ
ッ
フ
役
と
な
り
、
身
体
測
定
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

2
月
5
日
、
宮
城
県
知
事
と
県

南
4
市
9
町
の
首
長
が
ス
パ
ッ

シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し
に
集
ま
り
、

宮
城
県
南
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
復
興
に
向
け

て
と
題
し
て
㈱
横
山
芳
夫
建
築
設

計
事
務
所
代
表
取
締
役
社
長
の
横

山
英
子
さ
ん
が
講
話
。
そ
の
後
、

知
事
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

滝
口
町
長
は
「
地
方
公
務
員
の
給

与
削
減
に
伴
う
交
付
税
の
減
額
は

お
か
し
い
。
地
方
の
裁
量
権
を
犯

し
て
は
な
ら
な
い
」と
し
て
、国
に

働
き
か
け
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

あいさつをする宮城県南サミット会長の井口岩沼市長

「ちょっとしたボランティア」について学びました

広 告



18

挽きたてのコーヒー豆や春めきぬ 八  十  路 には八十路の翼黄水仙や そ じ竜の玉むかしむかしをとじ込めて陸奥湾へ真っ逆さまに 海鼠 突くなまこ
水仙に孤独の 翳 りカフェ・グレコかげ卒業と思ふ退職したる日を物差しで計れぬ幸や犬ふぐり雪の土手子等は音符となりにけり雪の道シャベルの跡は学校まで初咲きの水仙香る御仏壇綿虫や 葬 りの家の夕 灯 りはふ あか

受験の子まん中にして初写真ゆらゆらと 融 ける一景春山路と卒園や孫の涙にうれし泣き春浅し珈琲香る店明かり垣根ごし花一輪のつばきかな今年こそ一から出直す心意気 中野西範子石垣　テル子制野　千秋遊佐　　徹山家美智子三塚　直樹及川美沙子鈴木　純子藤原　恪子若月ノリ子佐藤きみこ槻木　永井　　堯大槻　信吉本船迫　森田　眞六槻木　大泉かずえ槻木　加藤　利通槻木　加藤　マサ
氷点下夏の警備は炎天下　なせるプライド売りは安全お日様の色閉じ込めて白菜の　浅漬け食めば音のすがしきいづこより雪解けの音ささやきて　希望の明かりぽっかりともる 何を捨て何を拾って生きようか増税で年金目減りするばかりあぶく銭怖くて買えぬ宝くじ亡き母の 躾 が写る万華鏡しつけ我が胸に輝く命宝です団十郎六十路の生涯早や過ぎる幼少から厳しい躾母の愛一粒万倍 初午 の日に種を選るはつうまさざんかの 紅 いお顔に雪化粧あか春だよと雪の下から 蕗 の 薹 　ふき とうまか不思議人の出会いの昨日今日着膨れて春を待つ身もまた楽し 四日市場　斎藤夢太郎四日市場　坂本　一風上名生　西村　久子船岡　小野寺一彩船岡　佐藤　益子船岡　萩原　善助船岡　鈴木　智子船岡　島貫よし雄船岡　安藤　節子船岡　阿部美代子西船迫　渡辺　晴奈船岡　伊藤タイ子　　韮神　　 葛 かずら船岡　柄目けい子船岡　沢田　順子
広 告 広 告



ふれあい マイタウン
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「2分の1成人の顔」
　柴田小学校4年

平 間  幹 大  さん
み き ひ ろ

　ふれあいマイタウンは、町民の皆さんからの応募・紹介でつくるコーナーです。俳句・川柳・短歌に興味がある（こうほう文芸）、とてもすてきな
方なので紹介したい（人間もよう）、自己表現コーナー（夢空間2013）、子どもの成長の写真やかわいい孫の写真を載せたいという方（町内にお住
まいの4歳以下のお子さん）、はがき、手紙などで3月14日（木）までご応募ください。　　　■連絡先／まちづくり政策課　緯54-2111「夜空を見上げるバベット」

　柴田小学校3年

藤 本  紬 希  さん
つ む ぎ　お子さん（4歳まで）の写真をお待ちしています。写真の裏にお子さんの

名前を必ず書いてください。投稿者の住所、氏名、電話番号、子どもの名
前・生年月日を明記し、「ひとこと」を添えて応募してください。

女王の番犬（ペンネーム）

はなちゃん（ペンネーム）

水 戸  俊 臣 ちゃん（1歳2カ月）しゅんじん（西船迫）

 ひとこと　　　　　　　　　　　　 　元気ですくすく育ってね　　　（父：和正　　　　母：貴代）

広 告 広 告



人口と世帯数
（平成25年2月1日現在）
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郷
土
の
復
旧
・
復
興
へ
の
道
の
り
。　

ほ
か

38,754人
（前月比29人増）

19,218人
（前月比14人増）

19,536人
（前月比15人増）

14,953世帯
（前月比23世帯増）

※平成24年7月9日の住民基本台帳法の改正に伴い、外国人を含む人口と世帯数となります。

　行きつ戻りつの寒さの中、柔らかな陽が差し込む3月は木々が芽吹き、外に足を運べば春の訪れを感じることができます。家庭でも春らしさを演出した料理を作り、家族で春を食卓から呼び込んでみませんか。 毅菜の花…200ｇ　　　　毅練りからし…小さじ1/3Ⓐ　毅酢…小さじ1弱　　毅しょうゆ…小さじ2①菜の花は根元の固い部分を切り落とし、水に放して葉をシャキッとさせる。②鍋にたっぷりの湯を沸かし、①を茎の方から入れてさっとゆでる。冷水にとり、水気をしぼって3㎝の長さに切る。③ボウルに材料Ⓐを合わせて混ぜ、②を和え　　　　　　　　　　たら器に盛り付ける。

兼献牽献験毅えび…8尾　　毅じゃが芋…400ｇ毅プロセスチーズ（一口大）…8個　　　　毅塩…小さじ1/4Ⓐ　毅こしょう…少々　　　毅溶き卵…1/2個分毅小麦粉…適宜　　毅溶き卵…1/2個分　　毅パン粉…適宜毅揚げ油…適宜①えびは殻をむいて尾を落とし、背わたを取り除く。身は細かく切り、尾は後で使うので捨てずにとっておく。②じゃが芋は皮をむいて4つに切りにし、たっぷり水を張った鍋に入れて火にかける。じゃが芋が柔らかくなったら湯を捨て、再び火にかける。鍋をゆすって水気をとばし、粉ふき芋にする。③②が熱いうちにつぶし、①で切ったえび、Ⓐを加えて混ぜる。④③が冷めたら8等分にし、プロセスチーズが中心になるように丸く包む。形を整えて残しておいたえびの尾を差し込む。⑤④に小麦粉、溶き卵、パン粉を順に付けて、中温に熱した　　　　　　　　　　　　　　油で5～6分こんがり揚げ　　　　　　　　　　　　　　たら盛り付ける。
春の行楽レシピを紹介します。

じゃが芋にスキムミルクを加えてもコクが出ます。

和え衣は練りからしをのばすように酢、しょうゆを加えて混ぜます。

兼献牽献験
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